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　多賀城の夏の風物詩、「ザ・祭りin多賀城」が、８月５日（土）、陸上自衛隊
多賀城駐屯地にて開催され、ＹＯＳＡＫＯＩや子ども達が参加したステージシ
ョーなどの催しが行われ、多くの観客で賑わいました。　     （関連記事４頁）

多賀城・七ヶ浜商工会 65

商工会長の年頭挨拶
多賀城市長及び七ヶ浜町長の年頭挨拶
「シチノホテル」「シチノカフェ＆ピザ」オープン
こんにち輪（会員さんコーナー）
災害関連融資制度
税務経営相談コーナー
年末大売出し　幸運宝くじ当選番号

２P
３P
４P
５P
６P
７P
８P

商工会では、
「膨張から確かな成長へ」をスローガン
に掲げ、再生から発展に向け力強く歩み始
めた地域事業者の経営課題に対応するため、
役職員一丸となって各種経営支援を展開して
参ります。

七ヶ浜町新春年賀の会

　市民、町民の方々と新年を祝う「多賀城市新年賀詞交歓会（写真：右）」が1月5日、ホテルキャッスルプラザ多賀城にて、
「七ヶ浜町新春年賀の会（写真：左）」が1月6日、旅館麻屋にて開催されました。多くの商工業者や関係機関が集い、新年の
挨拶や名刺交換を行い、新年を祝うとともに親交を深めました。

多賀城市新年賀詞交歓会
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新
た
な
年
を
迎
え
、
多
賀
城
市

新
年
賀
詞
交
歓
会
（
１
月
５
日
）、

七
ヶ
浜
町
新
春
年
賀
の
会
（
１
月

６
日
）
が
、
そ
れ
ぞ
れ
ホ
テ
ル

キ
ャ
ッ
ス
ル
プ
ラ
ザ
多
賀
城
、
旅

館
麻
屋
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
地
域
内
事
業
所
や
関
係
機
関

等
か
ら
多
数
の
方
々
に
参
加
い
た

だ
き
、
新
年
を
祝
う
と
と
も
に
地

域
内
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
る

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

平
成
30
年
の
年
頭
に
当
た
り

一
言
御
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
は
、
穏
や
か
な

内
に
御
家
族
お
揃
い
で
新
年
を

お
迎
え
の
事
と
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。
常
日
頃
、
商
工
会
運
営

に
深
い
御
理
解
と
御
力
添
え
賜

り
、
衷
心
よ
り
感
謝
と
御
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

地
球
温
暖
化
を
起
因
と
さ
れ

る
、
全
国
各
地
に
甚
大
な
被
害
を

も
た
ら
し
た
、
例
年
に
無
い
台
風

災
害
の
猛
威
、
ト
ラ
ン
プ
米
国
新

大
統
領
政
権
下
で
の
経
済
政
策

に
よ
る
不
透
明
感
、
突
然
施
行
さ

れ
、
与
党
が
圧
勝
し
た
衆
議
院
選

挙
後
の
政
治
、
北
朝
鮮
に
よ
る
核

兵
器
の
脅
威
な
ど
様
々
な
要
因

で
の
経
済
環
境
の
変
化
が
め
ま

ぐ
る
し
い
昨
年
で
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
６
年
９
ケ

月
が
経
過
し
復
旧
、
復
興
は
着
実

に
進
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
が
震
災

前
の
雇
用
、
売
り
上
げ
水
準
に
は

戻
ら
ず
、
ま
だ
ま
だ
厳
し
く
道
半

ば
で
あ
り
、
震
災
復
旧
工
事
関
係

も
一
段
落
の
感
が
あ
り
、
建
設
関

連
業
、
小
売
り
、
飲
食
関
係
は
厳

し
さ
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
多
賀
城
市
、

七
ヶ
浜
町
当
局
の
深
い
御
理
解
の

も
と
12
月
定
例
の
両
議
会
に
お
い

て
、
２
割
増
し
商
品
券
発
行
に
伴

う
多
賀
城
市
４
，
０
０
０
万
円
、

七
ヶ
浜
町
６
０
０
万
円
の
補
正
予

算
が
可
決
承
認
さ
れ
、
本
年
２
月

か
ら
の
販
売
が
決
定
し
、
６
億
円

の
経
済
効
果
を
見
込
ん
で
お
り
ま

す
。
新
年
の
明
る
い
話
題
と
し
て

商
工
会
役
職
員
、
会
員
一
丸
と

な
っ
て
成
功
す
る
よ
う
努
力
し
て

参
る
と
と
も
に
、
４
月
か
ら
東
北

歴
史
博
物
館
で
始
ま
る
東
大
寺
展

と
も
か
ら
め
市
内
外
で
の
盛
り
上

が
り
に
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

七
ヶ
浜
に
お
い
て
は
、
昨
年
12

月
に
花
渕
浜
地
区
に
宮
城
県
単
独

で
２
億
円
の
補
助
金
を
活
用
し

て
オ
ー
プ
ン
し
た
「
シ
チ
ノ
ホ
テ

ル
」、「
シ
チ
ノ
カ
フ
ェ
＆
ピ
ザ
」

も
12
月
、
１
月
は
予
約
が
満
杯
の

状
況
で
順
調
に
ス
タ
ー
ト
で
き
、

多
賀
城
と
七
ヶ
浜
に
他
市
町
村
か

謹賀新年
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ら
の
流
入
人
口
の
増
加
と
活
性
化

に
大
い
に
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

昨
年
、
多
賀
城
市
、
七
ヶ
浜
町

両
議
会
に
請
願
陳
情
し
て
採
択
を

頂
い
た
中
小
・
小
規
模
事
業
者
に

対
す
る
市
、
町
独
自
の
育
成
・
振

興
に
関
す
る
条
例
に
つ
い
て
も
商

工
会
と
行
政
に
よ
る
度
重
な
る
打

ち
合
わ
せ
を
経
て
、
地
元
中
小
・

小
規
模
業
者
に
寄
り
添
い
育
成
を

目
的
と
し
た
条
例
を
３
月
定
例
の

両
議
会
に
提
出
し
て
い
た
だ
く
予

定
で
あ
り
、
成
立
が
確
実
に
な
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。
成
立
後
は
市

内
、
町
内
の
中
小
・
小
規
模
事
業

者
の
金
融
、
業
務
拡
大
、
育
成
に

大
き
く
寄
与
す
る
も
の
と
確
信
期

待
を
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

本
年
は
、
多
賀
城
市
、
七
ヶ
浜

町
、
両
観
光
協
会
、
漁
協
、
農
協
、

他
団
体
と
商
工
会
が
取
り
組
ん
で

い
る
イ
ベ
ン
ト
関
係
の
見
直
し
に

よ
る
新
し
い
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な

ど
、
他
市
町
村
と
の
格
差
是
正
が

急
務
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
新
た

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
商

工
会
本
来
の
業
務
で
あ
る
経
営
指

導
、
税
務
、
労
務
、
金
融
、
雇
用

問
題
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

参
り
ま
す
こ
と
を
お
約
束
い
た
し

ま
し
て
年
頭
の
御
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。

　

多
賀
城
・
七
ヶ
浜
商
工
会
会

員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

清
々
し
い
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
７
月
の
菖
蒲
田
浜
地
区

復
旧
・
復
興
事
業
の
竣
工
や
、
菖

蒲
田
海
水
浴
場
フ
ル
オ
ー
プ
ン
な

ど
、
多
く
の
皆
様
に
本
町
の
復
興

を
実
感
い
た
だ
け
る
よ
う
な
出
来

　

平
成
30
年
の
年
頭
に
あ
た
り
ま

し
て
、
謹
ん
で
新
年
の
御
挨
拶
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

多
賀
城
・
七
ヶ
浜
商
工
会
の
皆

様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
本
市

唯
一
の
経
済
団
体
と
し
て
安
住
会

長
を
中
心
に
一
致
団
結
さ
れ
、
地

域
経
済
の
振
興
、
発
展
に
御
尽
力

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
、

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
多
賀
城
・
七
ヶ
浜

商
工
会
員
の
皆
様
方
、
新
年
を
お

迎
え
の
こ
と
謹
ん
で
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
よ
り
青

年
部
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
、心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
我
々
青
年
部
は
様
々
な
事

業
や
大
会
、
各
種
セ
ミ
ナ
ー
に
積

極
的
に
参
加
し
、
自
分
自
身
の

資
質
向
上
に
努
め
、
学
ん
だ
こ
と

　

新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
は
、「
戌
年
」
の
素

晴
ら
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
素
か
ら
女
性
部
の
皆
さ
ま
に

は
、
各
種
事
業
・
活
動
に
対
し
ま

し
て
、
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力

を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

さ
て
、
女
性
部
部
員
は
、
経
営

事
が
多
く
あ
っ
た
年
で
し
た
。

　

12
月
に
は
、
土
地
区
画
整

理
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る

花
渕
浜
地
区
に
「Shichino 

H
O

T
E

L

」、「SH
IC

H
I N

O
 

CA
FE&

PIZZA

」
が
オ
ー
プ
ン

し
、
本
町
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し

て
す
っ
か
り
定
着
し
た「
七
の
や
」

と
と
も
に
、
販
売
・
消
費
・
滞
在

が
一
体
と
な
っ
た
、
本
町
で
は
こ

れ
ま
で
に
な
い
新
た
な
ス
タ
イ
ル

の
観
光
エ
リ
ア
が
形
成
さ
れ
、
今

後
交
流
人
口
の
増
加
や
産
業
・
観

光
の
振
興
に
必
ず
や
結
び
つ
く
も

の
と
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い
る

衷
心
よ
り
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
以
降
、

皆
様
か
ら
御
支
援
・
御
協
力
を
い

た
だ
き
な
が
ら
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
し
た
復
興
事
業
が
一
定
の
進

捗
を
み
せ
て
お
り
ま
す
。こ
こ
に
、

改
め
て
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
の
４
月
か
ら
は
本

市
震
災
復
興
計
画
で
定
め
る
「
再

生
期
」か
ら「
発
展
期
」へ
と
移
っ

て
ま
い
り
ま
す
が
、
東
日
本
大
震

災
以
前
に
も
増
し
て
、
元
気
な
多

賀
城
を
築
き
上
げ
て
い
く
こ
と
は
、

行
政
の
み
で
成
し
え
る
こ
と
で
は

な
く
、
多
賀
城
・
七
ヶ
浜
商
工
会

を
自
社
の
発
展
の
み
な
ら
ず
、
地

域
振
興
の
一
助
と
な
る
よ
う
日
々

活
動
を
し
て
参
り
ま
し
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
青
年
部
員
数
が
例
年

減
少
し
て
お
り
、
こ
の
状
況
を
打

開
す
る
べ
く
、
新
た
に
青
年
部
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
成
し
、
活
動

報
告
や
情
報
の
発
信
等
部
員
増
強

に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
わ
ず
か
な
が
ら
部
員
数
が

増
加
し
て
お
り
ま
す
。
本
年
も
継

続
し
部
員
増
強
に
力
を
入
れ
、
よ

り
地
域
発
展
の
為
活
動
し
て
い
く

所
存
で
す
の
で
、
昨
年
同
様
の
ご

指
導
ご
鞭
撻
の
程
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
会
員
皆
様
の
御
健
勝
と

御
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
年

頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。

者
で
あ
る
と
同
時
に
妻
で
あ
り
母

で
も
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
の
働
く

笑
顔
が
、
震
災
復
興
の
完
遂
に
貢

献
す
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
笑
顔
で
元
気
に
活
動

し
続
け
る
為
に
は
、
自
ら
の
健
康

と
従
業
員
や
家
族
に
も
気
配
り
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。多
賀
城
・

七
ヶ
浜
商
工
会
女
性
部
部
員
企
業

が
健
康
経
営
を
推
進
し
、
企
業
と

ま
ち
の
発
展
に
貢
献
す
る
平
成
30

年
度
と
な
る
よ
う
取
り
組
む
所
存

で
す
。

　

結
び
に
、
本
年
も
地
域
に
根
差

し
た
活
動
と
会
員
相
互
の
親
睦
を

大
切
に
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
参

り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
皆
様

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
年
も
多
賀
城
・
七
ヶ
浜
商

工
会
の
皆
様
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
活
力
と
魅
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

よ
り
一
層
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
多
賀
城
・
七
ヶ
浜
商

工
会
の
益
々
の
ご
発
展
と
会
員

各
位
の
ご
健
勝
、
ご
多
幸
を
ご
祈

念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。

の
皆
様
の
存
在
が
不
可
欠
で
あ

る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
多

賀
城
・
七
ヶ
浜
が
と
も
に
活
気
と

賑
わ
い
あ
ふ
れ
る
ま
ち
と
な
る

よ
う
、
引
続
き
、
お
力
添
え
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

結
び
に
、
皆
様
が
希
望
に
満
ち

た
幸
多
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
、

心
よ
り
御
祈
念
申
し
上
げ
年
頭

の
御
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

七ヶ浜町長

寺澤　薫
多賀城市長

菊地健次郎

青年部長
太宰　悟

女性部長
小島　光子

小
規
模
事
業
者
の
育
成
に
全
力
で
取
組
み
ま
す

年
頭
の
ご
挨
拶

年
頭
の
ご
挨
拶

年
頭
の
ご
挨
拶

年
頭
の
ご
挨
拶

新
年
賀
詞
交
歓
会

・

新
春
年
賀
の
会

謹
賀
新
年

新年賀詞交歓会（右）、新春年賀の会（左）で親交を深める人々
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❶遠　藤　隆　夫
❷七ヶ浜町花渕浜字舘下11－2
❸０２２－３５７－６９７７
❹ガソリンスタンド
❺七ヶ浜町花渕浜、エネオスのガソリンスタンド
「大成商事」です。東日本大震災の津波により被災
しましたが、これまでの間、仮設店舗での営業を経
て、昨年2月に本設復旧いた
しました。給油の他にもオ
イル交換や灯油配達、お車
のメンテナンス等なんでも
お任せください。セルフ洗
車機も完備しております。
当店の明るいスタッフが真
心こめたサービスで皆様
をお待ちしております！

有限会社 大成商事 米粉パン トゥット
❶森　 　孝　二
❷多賀城市留ヶ谷１丁目44－3
❸０２２－３５２－３１５２
❹米粉パン専門店
❺出来立ての揚げパンがおすすめ！
小麦パンでは味わえないもっちりとした食感が特徴の米
粉パンを中心にラインナップしています。菓子パン、調理
パン、揚げパン、総菜パン、デニッシュ系など各種取り揃え
ており、何度訪れても新しい味に出会えます。栗原市の農

家から直接仕入れた米（ミルキーク
イーン）や天然酵母を使用し、素材に
こだわったパン作りを続けてきました。
中でも人気メニューは揚げたての
「揚げパン」。カレーパン、アンドー
ナツ、チョコドーナツなど様々な
味の出来立て揚げパンを是非
召し上がってみてください！
　また、一緒に働いてみたい
方、元気と笑顔に自信のある
方を募集していますので、ぜ
ひお問い合わせください！

❶阿　部　慎　治
❷七ヶ浜町吉田浜字前塚67-1
❸０２２－３５７－５９５８
❹ラーメン店
❺地域の皆様にご愛顧いただ

き30年、七ヶ浜町吉田浜で営業
しております「浜しんラーメン」です。
各種ラーメン、チャーハン、カレー、

カツ丼など豊富に取り揃えてお待ちしており
ます。寒い日が続いています。冬の松島湾を眺めな
がら「浜しん」のラーメンで温まりませんか？

営業時間：午前11時～午 
後６時まで
（平日のみ午後２時30分
から中休み、午後4時よ
り再開）
出前対応いたします
定休日：毎週木曜日

食事処  食道苑
❶金　沢　敏　昭
❷多賀城市丸山1－4－3
❸０２２－３６２ー６７８３
❹焼肉食堂
❺当店は創業44年、焼肉メイ
ンの老舗食堂として地域の皆様
に親しまれてきました。焼肉の
他にも麺類、丼もの、定食、お
つまみ、アルコールなど幅広い
メニューを揃えており、家族皆
様で楽しめます。焼肉は良質の
肉を仕入れ、秘伝の自家製ダレを用いており、しつ
こ過ぎない味付けが特徴です。「自家製キムチ」や
「酢漬けナンコツ」、「骨抜き豚足のスライス」と
いった手間ひまかけた一品おつまみもビールのお供
に最適です。うまい、安い、ボリュウムたっぷりが
自慢です。家族的な雰囲気と手作りの料理でお食事
を楽しめますので、是非1度足を運んでください。
営業時間　午前11時～午後10時まで
定休日：毎週火曜日　駐車場：３台
 

浜しんラーメン

←至塩
竈
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和光幼稚園58

●
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有限会社 大成商事
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（火曜日、水曜日定休）

←至
仙台
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●

●

●
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貞山高校

ミラックマツヤ

梅津歯科
クリニック

七十七銀行

　12月22日、七ヶ浜町花渕浜に「シチノホテル」（宿泊施設）と「シチノカフェ ＆
ピザ 」（ピザカフェ）がオープンしました。
　本施設は、まちづくり会社「㈱七ヶ浜ハーバースクエア」が、宮城県の「沿岸
部交流人口拡大モデル施設整備事業補助金（2億円）」を活用して建設（総事業費
約4億5千万円）しました。平成27年12月の当補助金の応募申請から2年を経て計画
が具現化し、今後運営が本格化することとなります。
　両施設は防潮堤の海側に建てられており、ホテルは全室オーシャンビューが楽
しめる贅沢な空間を提供。キッチン付のコンドミニアム型の部屋を５室用意し、
海で釣った魚やお気に入りの食材を持ち寄って自炊も楽しめるようになっていま
す。屋上の避難デッキからは穏やかな松島湾の絶景
を一望できます。また、レストランは席と海の間に
視界を遮るものが無く、海と一体感を得られる開放
的な空間を演出。窯焼きのピザやパンケーキ、コー
ヒーなどを、海を眺めながら味わうことができます。
　七ヶ浜町の新たな観光拠点として、地域内外から
人の流れを生み出し、交流人口の拡大と地域経済の
活性化に寄与することが期待されています。

　

本
会
で
は
、
個
人
消
費
の
喚
起
を
促
し
、
地
域
経

済
の
活
性
化
の
一
助
と
な
る
べ
く
、
平
成
30
年
2
月

25
日
（
日
）
に
、
割
増
商
品
券
を
発
行
し
ま
す
。

　

販
売
価
格
は
１
セ
ッ
ト
５
，
０
０
０
円
で
、
６
，

０
０
０
円
分
（
５
０
０
円
券
１
２
枚
綴
り
）
の
お
買

い
物
が
出
来
る
２
割
増
し
の
商
品
券
で
す
。

　

多
賀
城
市
・
七
ヶ
浜
町
と
の
共
催
で
、
４
０
，
０

０
０
セ
ッ
ト
を
販
売
し
ま
す
。

　

発
売
初
日
（
2
月
25
日
）
は
、
多
賀
城
市
と
七
ヶ

浜
町
の
広
報
2
月
号
に
折
り
込
ま
れ
る
「
商
品
券
購

入
申
込
書
」
と
購
入
代
金
を
持
っ
て
、
多
賀
城
市
文

化
セ
ン
タ
ー
か
七
ヶ
浜
町
中
央
公
民
館
（
午
前
9
時

か
ら
午
後
4
時
）
に
、
お
越
し
い
た
だ
け
れ
ば
商
品

券
を
購
入
で
き
ま
す
。

　

初
日
に
完
売
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
翌
日
か
ら

商
工
会
に
お
い
て
販
売
い
た
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
多
賀
城
市
と
七
ヶ
浜
町
の
広
報
2
月

号
の
折
込
を
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
取
扱
事
業
者
登
録
を
ご
希
望
の
事
業
所
様

が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
本
会
ま
で
お
電
話
く
だ
さ
い
。

　

12
月
15
日
、
八
嶋
喬

工
業
部
会
長
が
多
賀
城

市
長
公
室
を
訪
問
し
、

11
月
19
日
に
開
催
さ
れ

た
「
た
が
じ
ょ
う
市
民

市
」
で
工
業
部
会
が
運

営
し
た
「
ち
び
っ
こ
広

場
」
の
売
上
を
「
ふ
る

さ
と
・
多
賀
城
応
援
寄

付
」
と
し
て
菊
地
健

次
郎
市
長
へ
贈
呈
し

ま
し
た
。

　

12
月
15
日
、
多
賀
城
会
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、

新
会
員
の
加
入
承
認
な
ど
４
議
題
の
審
議
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

当
日
は
、
本
会
エ
リ
ア
へ
の
交
流
人
口
の
増
加
を

目
的
と
し
た
、
高
速
道
路
利
用
・
観
光
・
地
域
連
携

推
進
プ
ラ
ン
企
画
提
案
書
の
提
出
が
報
告
さ
れ
理
解

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
売
上
が
震
災
以
前
の
水
準
に

戻
っ
て
い
な
い
厳
し
い
経
済
環
境
の
中
、
地
域
経
済

の
活
性
化
と
個
人
消
費
を
促
す
2
割
増
商
品
券
発
行

事
業
実
施
計
画
【
平
成
30
年
2
月
25
日
発
売
予
定
】

が
慎
重
審
議
さ
れ
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

「
復
興
祈
念
割
増
商
品
券
」

　
　
　
　
　
　
　
発
行
決
定

た
が
じ
ょ
う
市
民
市
の
売
上
を

多
賀
城
市
へ
寄
付

地
域
経
済
活
性
化
に
向
け
、

各
事
業
を
可
決

「Shichino HOTEL」、「SHICHINO CAFÉ ＆ PIZZA」
  裏松島を一望できる新リゾート  　七ヶ浜町花渕浜に

がオープン

第
４
回
理
事
会

多
賀
城
市
・
七
ヶ
浜
町
共
通

工業部会

ホテルの外観

落成式でのテープカットの様子

カフェ店内の様子 客室からは松島湾を一望できる

多賀城市長へ寄附金を渡す八嶋工業部会長
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≪配偶者控除及び配偶者特別控除の控除額のイメージ≫

〔給与所得者の合計所得金額　1,000万円以下〕
（年収（給与収入の場合） 1,220万円以下）

（老人加算）

配偶者控除
配偶者
特別控除

配偶者
特別控除

（老人加算）

配偶者控除

配偶者の年収（給与収入の場合）　（万円） 配偶者の年収（給与収入の場合）　（万円）

〔給与所得者の合計所得金額　900万円以下〕
（年収（給与収入の場合） 1,120万円以下）

48

38

0 103 141

48

38
控
除
額
（
万
円
）

控
除
額
（
万
円
）

0 103 150 201

融　資　名　称 金　利

日本政策金融公庫国民生活事業普通貸付

小規模事業者経営改善資金（マル経）

多賀城市中小企業振興資金

七ヶ浜町中小企業振興資金

 

１．１１％

２．２６～２．８５％

２．２０％

２．２０％

１．８１％～２．４０％（担保不要）
１．１６％～２．３５％（担保提供）

金　利　情　報 日本政策金融公庫
定例相談会の日

（平成29年１2月１3日現在）

ご利用お待ちしております。

新規創業融資制度
（無担保・無保証人、税務申告２期終えていない方）

毎週

水曜日
は

　　融資の相談に行きたいが、仙台に行く時間がない。そんな会
員皆様の悩みにお応えするため、日本政策金融公庫の融資担
当者を招き、事業資金に関する相談会を下記により開催中です。

●時　間　午前１０時３０分～午後３時３０分まで
               （予約制 ※希望日の前週の金曜日午前中までにご予約ください）
●場　所　多賀城事務所

　

東
北
税
理
士
会
塩
釜
支
部
で
は
、「
税
理

士
記
念
日
」
に
ち
な
み
、
次
の
と
お
り
税
理

士
に
よ
る
無
料
の
税
金
相
談
を
行
い
ま
す
。

　

所
得
税
や
相
続
税
・
贈
与
税
な
ど
、
税
の

専
門
家
が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

◇
日
　
　
時　

平
成
30
年
２
月
24
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　

受
付
時
間　

午
前
10
時
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
３
時

◇
場
　
　
所　

塩
釜
市
公
民
館

　
　
　
　
　
　

２
階
第
一
会
議
室

　
　
　
　
　
　
（
塩
竃
市
東
玉
川
町
９
ー
１
）

◇
問
合
せ
先　

東
北
税
理
士
会　

塩
釜
支
部

　
　
　
　
　
　

電
話　

３
６
２
ー
８
７
７
３

●「無期転換ルール」とは？
　有期労働契約が更新されて通算５年を超えたときは、労働
者の申込みにより、期間の定めのない労働契約（無期労働契
約）に転換できるルールです。通算５年のカウントは平成25
年４月１日以降に開始した有期労働契約が対象です。

●対象となる労働者
　原則として、契約期間に定めがある「有期労働契約」が同
一の会社で通算５年を超える全ての方が対象です。契約社員
やパートタイマー、アルバイト、派遣社員などの名称は問い
ません。

●「無期転換ルール」Ｑ＆Ａ
Ｑ：「無期転換ルール」は何のためにあるの？
Ａ：有期労働契約で働く人の約３割が、通算５年を超えて有

期労働契約を繰り返して更新している実態にあり、それ
によって生じる雇止めの不安の解消が課題となっていま
す。また、有期労働契約であることを理由として不合理
な労働条件が定められることのないようにしていく必要
もあります。無期転換ルールは、こうした問題に対処し、
働く人が安心して働き続けることができる社会を実現す
るためのものです。

●無期転換ルールに関する情報はこちら
　「有期契約労働者の無期転換ポータルサイト」　
　http://muki.mhlw.go.jp/
　宮城労働局雇用環境・均等室　電話 022-299-8844

運営主体 小規模企業共済 日本政策金融公庫 宮　城　県
制度名称 特例災害時貸付け 東日本大震災復興特別貸付 みやぎ中小企業復興特別資金

対 象 者

所有する事業資産が直接被害に遭
われた小規模企業共済契約者

①東日本大震災の地震・津波などにより直接被
害を受けた中小企業者

②上記①②の事業者などと一定以上の取引のある
中小企業者（間接的被害者）

③そのほか宮城・岩手・福島等の被災地内に事業
所を有し、震災の影響（風評被害・計画停電等）
により売上減少し、資金繰りに支障を来す等業
況が悪化しているが、中長期的には業況の回復
が見込まれる中小企業者

宮城県内に事業所を有し、次のいずれかの証明
書又は認定書の交付を受けた中小企業者
①市町村長が発行する「罹災証明書等（東日

本大震災による災害のよって被害を受けた
事実を証するものとして発行されたもの）」
の交付を受けた方

②市町村長が発行する「東日本大震災復興緊
急保証」の認定を受けた方

融 資
限 度 額

50万円〜2,000万円
※融資限度額は、掛金納付月額に応じて 　
　掛金の７〜９割の範囲内
※平成23年4月時点で、契約者貸付の貸付
　限度額が50万円以上となる方が対象です

上記①および②   国民生活事業　6,000万円
　　　　　　　　中小企業事業　3億円（別枠）
上記③　　　　　国民生活事業　4,800万円
　　　　　　　　中小企業事業　7.2億円（別枠）

運転・設備資金　　8,000万円

返 済 期 間
( 据 置 期 間 )

融資額が500万円以下の場合
　　　　　４年（据置１年以内）
融資額が505万円以上の場合　
　　　　　６年（据置１年以内）

①設備資金　　20年以内（据置５年以内）
　運転資金　　15年以内（　　　〃　 　）
②設備資金　　20年以内(据置き３年以内)
　運転資金　　15年以内（　　　〃　　 ）
③設備資金      15年以内（据置3年以内）
　運転資金　 　　８年以内（据置3年以内）

15年以内（据置3年以内）

保 証 人 不要 （法人）代表者　　　（個人）家　族 原則として法人代表者以外不要

利 率
取扱機関等

（利　　率）
  直接被害の場合：0％ (無利子)

（取扱期間）平成30年3月31日
（取扱機関）中小企業基盤整備機構
　　　　　小規模共済融資課

（Ｔ Ｅ Ｌ）030-3433-8811
（問合時間）
平日 ＡＭ9時〜ＰＭ6時まで

（利　　率）
①基準利率より▲ 0.5％（但し、中小企業事業は融資

後 3 年間、1 億円まで、国民事業は 3,000 万円ま
で基準利率より▲ 1.4％）※被害証明等の提出が必要です。

②基準利率より最大▲ 0.5％（但し、融資後 3 年間は
3,000 万円まで基準利率より最大▲ 0.9％）

                                         ※被害証明等の提出が必要です。
③基準利率より最大▲ 0.5％（但し、一定の要件に該当する場合）

（取扱機関）日本政策金融公庫

（利　　率）固定　1.5％
（信用保証料率）     0.5％
（取扱機関）
　県内に本店・支店を有する地方銀行、都市

銀行、第二地方銀行、信用金庫、信用組合、
商工組合中央金庫

（取扱期間）平成30年3月31日融資実行分まで
（そ の 他）
　一定要件を満たす場合、融資額3,000万円

までの支払利子を宮城県が補給します。

　税制改正により配偶者控除及び配偶者特別控除の取扱いが変更さ
れました。変更された事項の一部をお知らせします。

　配偶者控除及び配偶者特別控除の控除額の改正（※抜粋）
◎配偶者特別控除の控除額が改正されたほか、対象となる配偶者の

合計所得金額が38万円超123万円以下とされました。（改正前38万
円超76万円未満）

【解説】給与所得者と生計を一にする配偶者（青色事業専従者として給与を受ける
人及び白色事業専従者を除きます）の給与収入額が103万円を超えると配偶者特別控
除の控除額が段階的に小さくなっておりましたが、平成30年より配偶者の給与収入額
が150万円まで最高38万円の配偶者特別控除が受けられるようになります。※給与所
得者の合計所得金額によって控除額が異なります。詳しくは税務署までお尋ねください。

≪配偶者控除および配偶者特別控除の控除額≫　
※抜粋

給与所得者の合計所得金額
（給与所得だけの場合の給与
所得者の給与等の収入金額）

（参考）
配偶者の収入が給与所得だ
けの場合の配偶者の給与等
の収入金額

900万円以下
（1,120万円以下）

配
偶
者
控
除

配偶者の合計所得金額
38万円以下 38万円

1,030,000円以下
  老人控除対象配偶者 48万円

配

偶

者

特

別

控

除

配偶者の合計所得金額
38万円超  85万円以下 38万円 1,030,000円超

1,500,000円以下

85万円超  90万円以下 36万円 1,500,000円超
1,550,000円以下

90万円超  95万円以下 31万円 1,550,000円超
1,600,000円以下

95万円超  100万円以下 26万円 1,600,000円超
1,667,999円以下

100万円超  105万円以下 21万円 1,667,999円超
1,751,999円以下

105万円超  110万円以下 16万円 1,751,999円超
1,831,999円以下

110万円超  115万円以下 11万円 1,831,999円超
1,903,999円以下

115万円超  120万円以下  6万円 1,903,999円超
1,971,999円以下

120万円超  123万円以下  3万円 1,971,999円超
2,015,999円以下

123万円超 0 2,015,999円超

　県内の事業場で働くすべての労働者（臨時、パート、アル
バイト等を含む）に適用される宮城県最低賃金は、下欄のと
おり改正されました。また、下欄の業種に該当する事業場で
働く労働者には、特定(産業別)最低賃金が適用されます。

　なお、次に掲げる賃金は、最低賃金の計算に含まれません。
○精皆勤手当 ○通勤手当 ○家族手当 ○賞与等 
○時間外・休日・深夜手当
　詳しくは、宮城労働局賃金室（☎022－299－8841）
にお問い合わせください。

地域別最低賃金
（効力発生日）

時間額

宮城県最低賃金
（平成29年10月１日）

772円

特定(産業別)最低賃金
（効力発生日）

時間額

①鉄鋼業　
（平成29年12月15日）

872円

②電子部品･デバイス･電子回路､
電気機械器具､ 情報通信機械器具
製造業

（平成29年12月15日）

819円

③自動車小売業
（平成29年12月15日） 840円

宮城県最低賃金改正のお知らせ

税
理
士
に
よ
る

　
無
料
税
金
相
談

小規模事業者持続化補助金

小規模事業者持続化補助金
 会員になりました。よろしくお願いいたします。 （10月・11月・12月受付分理事会加入承認）

No. 　　事業所名 　代表者 　　　住　　　所 　電話番号 　業　種
1
2

ホケンサービスすずき
㈱高山

鈴木　美津男
高山　宏敏

多賀城市桜木2-1-31コーポ栄102
多賀城市笠神2-17-1

022-352-3583
022-362-3181

損害保険代理店
事務機・ＩＴ機器販売

【 法定会員 】
はじまります、「無期転換ルール」

平成30年４月まであとわずか！

災害関連融資制度のお知らせ

税務・経営・相談コーナー（税・融資・補助金情報）

ハローワークからのお知らせ

配偶者控除、配偶者特別控除が変わります！
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広告掲載企業募集
　市民・町民向け商工会会報は、商工会活動と、個店のＰＲ
並びに売り出し等の広告を掲載し、3月上旬に多賀城市・
七ヶ浜町全戸約２０,０００戸に新聞折込します。
　貴社のＰＲ、求人情報などにぜひご利用ください！
❖広告概要
   ◆縦50mm（5.0cm）×横90mm（9.0cm）
　◆お店のPR、クーポン、アルバイト募集など用途自由
　◆フルカラー発行
　※紙面における掲載位置は抽選にて決定いたします。  
　　（申込事業所からの位置指定はできませんのでご了

承下さい）
❖広告掲載料
１コマ（１事業所１コマ限定）　４，５００円
❖申込方法
　詳細については電話にて担当（八巻、吉澤、工藤）まで
お問い合わせください。

第36回

市民・町民向け商工会会報【3月上旬折込予定】

予約制・個人事業所対象

確定申告個別指導
のご案内

確定申告個別指導
のご案内

賞品との交換賞品との交換

❖掲載例 9.0cm

5.0cm

○期　　日　2月16日（金）～3月14日（水）
　　　　　　※土・日・祝日を除く
○時　　間　午前９時～午後４時
○担 当 者　税理士　他
○場　　所　商工会　
　　　　　　多賀城事務所及び七ヶ浜事務所
○必要書類・手数料
　　　　　　同封チラシをご覧下さい
　　　　　　※昨年度の確定申告より、マイナン
　　　　　　　バーを記入することとなっており
　　　　　　　ますので、マイナンバーをご持参
　　　　　　　ください。
○申 込 先　多賀城事務所　℡ 365‐7830
　　　　　　七ヶ浜事務所　℡ 357‐3912
　　　　　　※例年３月に入りますと大変混雑い　
　　　　　　たします。
　　　　　　　２月中の相談がお奨めです。

◆特別賞・特賞・松賞・竹賞に当選された方は、多賀城・
七ヶ浜商工会　多賀城事務所（℡365-7830）まで
「当選くじ」をご持参いただき、賞品の引換を行って下
さい。引換期間は、平成３０年１月１５日（月）～１月３１
日（水）まで（期間経過後は無効）となります。なお、引
換は土日祝日を除く９：００～１７：００となりますので予
めご承知おき下さい。
◆梅賞は５００円の金券として、感謝企画(はずれ券20
枚)は１００円の金券として、参加加盟店にて直接ご利
用ください。
　なお、ご利用期間は、平成３０年１月１２日（金）から１月
３１日（水）まで（期間経過後は無効）となります。
◆当選番号が重複している場合は、上位の賞を優先させ
ていただきます。（重複当選はありません。）
◆本当選番号の選定にあたっては、多賀城市、七ヶ浜町、
多賀城・七ヶ浜商工会、スタンプ会の立会いの下、厳正
なる抽選をもって決定させていただいております。

年末大売出し幸運宝くじ当選番号
特別賞（スタンプ会商品券３万円）

特　賞（スタンプ会商品券１万円）

松　賞（スタンプ会商品券５千円）

竹　賞（スタンプ会商品券3千円）

梅　賞（500円の金券として利用）

下５桁 16813　31835　63994　（3本）

0548　0915　3638　4600　（36本）

0496　3027　3220　3920　6763　（45本）

11　（900本）

16062　16904　20613　20792　
23053　26109　29921　30176　　
31851　44293　44570　50175
53695　59597　60232　64530　　
68370　72512　73067　73080　　
76375　79201　84773　89260
92767　（25本）

下５桁

下４桁

下４桁

下２桁
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し

上
げ
ま
す

　

旧
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中
は
本
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報
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躍
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礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

さ
て
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飛
躍
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を
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て
65
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目
の
発
行
を
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え
ま
し
た
。

平
成
29
年
中
の
発
行
で
は
、
多
賀

城
・
七
ヶ
浜
の
地
域
情
報
や
経
営

情
報
を
広
く
発
信
さ
せ
て
い
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だ

き
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
に
つ
い
て
も
、
事
業

に
関
連
す
る
融
資
や
補
助
金
等
の

情
報
、
催
事
等
の
地
域
情
報
、
商

工
会
の
活
動
等
を
取
り
上
げ
コ
ン

パ
ク
ト
に
編
集
し
て
、
皆
様
に
役

立
つ
情
報
と
し
て
届
け
て
い
け
る

よ
う
会
報
制
作
に
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り
組
み
ま
す

の
で
、
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
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本
年
が
良
き
年
と
な
り
ま
す
よ

う
皆
様
の
ご
発
展
を
祈
念
申
し
上

げ
ま
す
。
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